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教育実践総合センタ－・平松義樹 
 
１．授業の目的と概要 
 本講座の目的は、最近の学校教育をめぐる諸問

題、特に学力論や授業論について実践的に研究し

ていくことにある。そして、教師としての使命感

や実践的指導力を培うとともに、人間としての生

き方について自ら考える力を育てることをねら

いとしている。 
２．学生による授業評価 
［学生の受講態度自己評価］  
秀（ 2%）、優（68%）、良（30%）、可（0%） 
［学生による教師評価］    
秀（22%）、優（70%）、良（ 8%）、可（0%） 
［学生の講座満足度評価］   
秀（12%）、優（68%）、良（20%）、可（0%） 
３．学生の感想 
 今年は、学生とのコミュニケ－ションを積極的

にとり、人間関係を意図的に構築するように心が

けた。指名もできるだけ名前を呼ぶように留意し

た。以下は、最後の授業の感想の一部である。 
☆ 「本当に先生という職業がいいな」 

☆「大学の授業で泣いた」 

☆「寒いけど、寒くない」                

☆「決して逃げ出さない」 

☆「良い教師に自分がなってみせる」 

☆「胸がパンクしそうです」 

 



☆「先生の思いはちゃんと届いています」 
                                               

 
☆「人の役に立てる人間になりたいです」 

 
☆「自分の変化にとても驚いています」 

 
☆「授業にいつも勇気をもらっている」 

 
 
 
 

☆「教師の道を歩いていきたい」 

 
☆「自分自身に授業で問いかける」 

 
☆「９０分フルの授業」 

 
☆「話と映像がつながる」 

授業は、知識の伝達だけでは成立しない。心と

心のキャッチボ－ルをし、「感化」の世界を創造

したとき、はじめて授業が成立したと言うのでは

ないだろうか。今年度、ほとんどの学生といい意

味でのキャッチボ－ルができたと思う。来年度も

さらに精進して授業改善し続けたい。 


